
―
今
年
は
大
阪
北
部
や
北
海
道
胆
振

東
部
の
大
地
震
、
西
日
本
を
中
心
と
す

る
７
月
豪
雨
な
ど
、
全
国
各
地
で
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

市
長　
２
０
１
４
年
に
県
が
公
表
し

た
想
定
は
、
西
尾
市
で
は
最
大
震
度
７
、

佐
久
島
で
最
大
津
波
高
５
・
１
メ
ー
ト

ル
、
津
波
の
到
達
時
間
は
最
短
４１
分
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
で
市
内
面

積
の
３
分
の
１
が
浸
水
し
、
犠
牲
者
は

１
８
０
０
人
に
上
る
と
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

―
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
重
要
で
す
か
。

市
長　
災
害
か
ら
命
を
守
る
に
は
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
や
、

地
域
で
お
互
い
が
助
け
合
う
「
共
助
」

の
意
識
が
重
要
で
す
。
過
去
の
災
害
で

は
、
自
助
と
共
助
の
意
識
が
根
付
い
て

い
る
地
域
で
、
被
害
が
少
な
い
と
い
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家
屋
を

耐
震
化
や
家
具
を
固
定
す
る
こ
と
で
、

地
震
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
屋
の
無
料
耐
震
診
断

や
家
具
転
倒
防
止
対
策
費
の
補
助
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
津
波
が
発
生
し
た
場

合
、
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
く
へ
避
難
す

る
こ
と
で
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
広
い
範
囲
で
津
波
に
よ
る
浸
水
が

予
想
さ
れ
る
一
色
・
吉
良
地
区
の
方
は
、

名
鉄
福
地
駅
や
横
須
賀
小
学
校
よ
り
も

北
に
徒
歩
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
体

が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
浸
水
区
域
外

へ
避
難
で
き
な
い
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
近
く
の
津
波
一
時
待
避

所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
発
生

時
、
ど
こ
に
い
て
も
自
分
の
身
を
守
れ

る
よ
う
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
す

る
な
ど
、
避
難
方
法
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

避
難
生
活
の
中
で
共
に
助
け
合
え
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
近
所
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
い
ざ
と
い
う
時

に
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
お
願
い
し

ま
す
。

―
今
年
度
は
ど
の
よ
う
な
災
害
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
災

害
対
策
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
大
き
く
三
つ
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。
は
じ
め
に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
や
災
害
救
援
槽
を
用
い
た
災
害
用
ト

イ
レ
の
整
備
で
す
。
災
害
発
生
時
に
、

避
難
所
で
快
適
に
生
活
す
る
に
は
、
ト

イ
レ
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
今

年
度
は
実
施
設
計
業
務
を
行
い
、
２
０

２
０
年
度
ま
で
に
市
内
１３
か
所
の
指
定

避
難
所
に
整
備
で
き
る
よ
う
、
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
次
に
、
家
具
転
倒
防

止
対
策
の
補
助
金
制
度
で
す
。
今
年
度

か
ら
、
家
具
の
固
定
に
対
し
１
万
円
を

上
限
に
、
費
用
の
２
分
の
１
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
暗
闇
の
中
を
安
全
に
避
難

す
る
に
は
、
倒
れ
た
家
具
が
逃
げ
道
を

塞
が
な
い
よ
う
、
家
具
の
固
定
が
重
要

で
す
。
最
後
に
、
津
波
避
難
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
す
。
昨
年
度
作
成
し
た
津
波

浸
水
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
津
波
発
生
時
の
よ
り
実
効
性
の
高

い
避
難
行
動
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
し
ま
し

た
。
出
さ
れ
た
意
見
や
課
題
を
踏
ま
え

て
、
災
害
対
策
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
は
、
津
波
一
時
待
避
所

が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
津
波
避
難
タ

ワ
ー
を
建
設
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

今月のテーマは…

「南海トラフ地震への備え」

発生が危惧されている南海ト
ラフ地震。西尾市では最大で震
度７、約５メートルの津波が想
定されています。市民の皆さん
の命や財産を守るため、災害対
策の強化は喫緊の課題です。

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

危
機
管
理
課
防
災
担
当
（
☎
６５
・
２
１

３
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域の皆さんと取り組む
災害対策の強化

ワークショップで意
見を出し合う一色東
部小学校区の皆さん

実際に避難経路を歩
き、危険箇所を確認
する吉田小学校区の
皆さん
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西尾、半田、碧南、常滑の４市は、共通する醸
造文化を活用した観光戦略「竜の子街道プロジェ
クト」に取り組んでいます。
取り組みの一つとして「竜の子街道」をタクシー

で巡るツアーを、３１年３月中旬まで実施していま
す。地元のおいしい食べ物を満喫しながら、醸造
が盛んな地域ならではの「うま味」と歴史を体感
できます。ぜひ、ご参加ください。
時３１年３月１５日㈮までの毎週金曜日　午前９時出
発
※１１月２日㈮、１２月２８日㈮、３１年１月４日㈮と
施設の臨時休業日は除く。

集合場所　名鉄西尾駅
内西尾市と碧南市の観光スポットを巡り、昼食で
「一色産うなぎ」を味わいます。パティスリー
ツタヤ（幸町）の抹茶スイーツとやきいも専門店
丸じゅん（碧南市鶴見町）の焼き芋が特典とし
て付きます。

スケジュール　名鉄碧南駅・てらまち界隈を自由
散策→三水亭または兼光（いずれも一色町）で昼

食→一色さかな広場（一色町）→一色学びの館→
みそぱーくはと屋（吾妻町）→パティスリーツタ
ヤ→やきいも専門店丸じゅん
※みそぱーくはと屋では、実際の蔵で桶を見学
したり、売店でみそなどを購入したりできま
す。碧南市てらまちは、寺や細い路地が点在
する昔懐かしい街並みです。

１人当たりの料金
▶４人で乗車の場合…１万３,８００円
▶３人で乗車の場合…１万６,４００円
▶２人で乗車の場合…２万１,８００円
※いずれも昼食代を含む。

申電話で名鉄知多タクシー株式会社（☎０１２０・１５
・１４２２／半田市南末広町）へ。土・日曜日、祝
日を除く。

他他にも７コースあります。詳しくは、商工観光
課などに用意のパンフレットか、竜の子街道ホ
ームページをご覧ください。

問商工観光課観光担当（☎６５・２１７０）

西尾コンベンションホール（花ノ木町）の観光案
内所前に、デジタル情報スタンド「PONTANA」
を設置しました。画面を操作すると、スマートフ
ォンやタブレットにパンフレットなどをダウンロ
ードできます。現在、４７のパンフレットなどをダ
ウンロード可能。「西尾城下町めぐり」では、自分
の位置がマップの上に表示され、西尾城下町の散
策をより楽しめます。パンフレットなどは今後も
追加する予定です。
使い方手順
①スマートフォンやタブレットなどの端末で、
PONTANA画面上のQRコードを読み取る
②PONTANA画面上で見たいパンフレットな
どを選んでタッチ

③自分の端末に選んだパンフレットなどがダウ
ンロードされる。連続して複数のパンフレッ
トなどをダウンロード可能

問商工観光課観光担当（☎６５・２１７０）

デジタル情報スタンド
P
ポ ン タ ナ
ONTANAを設置

竜の子街道プロジェクト　タクシーで行く
「碧南・西尾のうまいもの探しツアー」
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